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	独立行政法人国際協力機構（JICA）では日本国内の道路アセットマネジメントに関する技術の海外展開の支援・開発途上国の中核人材の育成を目的に道路アセットマネジメントプラットフォーム（RAMP：Road Asset Management Platform）を設立している。その活動の一つである長期研修員事業では、①本邦大学院において道路アセットマネジメントにかかる知識・技術を修得させること、②日本の取り組み状況や人材育成手法の視察を通じた本邦技術に対する理解促進、③日本国内の政策立案者や研究開発者との人脈形成等を行うことにより、将来の同分野における中核となる人材を育成し、自国での道路アセットマネジメント定着に向けた政策立案や実施に寄与することを目的とし、2017年より各国省庁、研究機関、大学の職員等を対象に、日本の大学に長期研修員として2023年4月までに計17ヵ国より71名の修士課程、又は博士課程の学生として、15の国内大学に受け入れている。
JICAとしては日本在学中に留学生セミナー、インターンシップ、課題別研修への参加の機会を提供しており、長期研修員間の交流促進としてはSNSを活用したプラットフォームを構築している。また、在学中の全研修員に対して定期的に書面によるモニタリングを実施し、学業や生活、健康面に問題が見られる研修員に対しては、JICA担当職員や産業医が個別にヒアリングを実施し、在学中の活動をサポートしている。長期研修員の中には国内外のシンポジウム等で研究活動に係る賞の受賞、母国に帰国後、所属先に戻り現場での技術指導や後進育成に成果を上げている事例もある。帰国研修員に対しては、継続的なフォローアップのためのインタビューを実施し、「大学での研究内容や日本での経験が、自国での政策立案や業務に役立っている」等の声が得られ、修得した知識を自国の業務に還元し、関係者の能力向上に向け精力的に活動している研修生が複数名確認できている。今後は帰国後のネットワーク維持をより強固にすべく、アルムナイセミナーの開催を企画している。





